
第 29 期 決 算 公 告
平成 25年８月 29日 札幌市清田区真栄363番地32

株式会社アミノアップ化学
代表取締役 藤井 創

貸借対照表の要旨 (平成25年５月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 5,721,980 流 動 負 債 492,828
固 定 資 産 5,405,625 固 定 負 債 440,069
有形固定資産 3,877,929 負 債 合 計 932,897
無形固定資産 4,275 株 主 資 本 10,234,532
投資その他の資産 1,523,421 資 本 金 369,000

資 本 剰 余 金 300,100
資 本 準 備 金 300,100
利 益 剰 余 金 9,565,432
利 益 準 備 金 31,210
その他利益剰余金 9,534,222
(うち当期純利益) (263,899)

評価・換算差額等 �39,824
純資産合計 10,194,708

資 産 合 計 11,127,605 負債・純資産合計 11,127,605
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